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表紙 新名神高速道路
特 集

新名神高速道路（新四日市 JCT ～亀山西 JCT）が開通
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長
年
の
計
画
が
つ
い
に
実
現

　

３
月
17
日
、
町
内
に
お
い
て
建
設
が

進
め
ら
れ
て
い
た
新
名
神
高
速
道
路

（
近
畿
自
動
車
道
名
古
屋
神
戸
線
）
の

新
四
日
市
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）

～
亀
山
西
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
の
２
２
・
９
キ
ロ

が
開
通
し
ま
し
た
。
こ
の
道
路
は
か
つ

て
第
二
名
神
自
動
車
道
と
い
う
名
称
で

基
本
計
画
決
定
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
約
30

年
の
歳
月
を
経
て
完
成
し
ま
し
た
。
町

内
で
は
初
と
な
る
菰
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
が
設
置
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
の

案
内
標
識
に
は
訪
れ
た
人
に
地
名
が
浸

透
す
る
よ
う
「
菰
野 

湯
の
山
」
と
表

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

菰
野
Ｉ
Ｃ
は
同
日
16
時
か
ら
供
用
開

始
さ
れ
、
新
し
い
道
路
を
通
行
す
る
た

め
に
多
く
の
車
両
が
集
ま
り
ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
周
辺
で
は
湯
の
山
温
泉
の
関
係
者

な
ど
が
通
行
す
る
車
両
に
向
か
っ
て
手

を
振
り
、訪
れ
た
人
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

こ
の
高
速
道
路
は
中
京
圏
と
近
畿
圏

を
結
ぶ
新
た
な
日
本
の
大
動
脈
と
し
て

町内に
IC 設置

３
月
17
日
に
開
通

0

10

20

増設新設

H29H28H27H26H25H24H23H22H21H20

（件数）
出典：工場立地動向調査（経済産業省）

10年間で合計141件の
新設・増設が行われました。

　高速道路の開通に伴い、地域産業のストック
効果が期待されます。安全で円滑な物流により
町内の企業立地等が増加し、地域産業の活性化
や雇用の拡大などが見込まれます。また町内観
光施設へのアクセスが向上し、観光客数の増加
も期待されます。

道路開通によるストック効果

亀山西
JCT

鈴鹿 PA・
スマート IC

菰野 IC
新四日市 JCT

四日市東 IC

四日市
JCT

四日市 IC

鈴鹿 IC

亀山 JCT

新名神
高速道路

東名阪自動車道

湾岸長島
PA

東員 IC

大安 IC

東海環状
自動車道
東海環状
自動車道

？ ストック効果とは

　社会資本（道路空港、橋、上下水道など）が整備され、
機能することで得られる中長期的な効果（移動時間
の短縮や快適性の向上、民間投資の誘発など）。

工事変遷写真
消
防
署
付
近

菰
野
生
産
森
林
組
合
周
辺

平成 31 年３月

平成 28 年４月 平成 31 年３月

平成 27 年５月

菰
野
Ｉ
Ｃ
付
近

平成 31 年３月平成 27 年５月

▲石井啓一国土交通大臣、鈴木英敬県知事、柴田孝之町長ほか沿線市町長が参加して鈴鹿 PA 付近で行われたテープカット

▲菰野 IC の供用開始を待つ車両と歓迎する湯の山温泉の関係者 ▲三滝川にかかる菰野第二高架橋▲北勢地域の工場立地動向（新設、増設）

亀山西
JCT

22.9
km

新四日市
JCT

国
の
経
済
発
展
を
担
う
重
要
な
道
路
で

す
。
新
名
神
高
速
道
路
と
東
名
阪
自
動

車
道
に
よ
る
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
に
よ
り
、
災
害
時
の
復
旧
お
よ
び

支
援
ル
ー
ト
が
確
保
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
交
通
が
分
散
す
る
こ
と
で
、
年
間

１
２
０
０
回
以
上
渋
滞
が
発
生
し
て
い

る
東
名
阪
自
動
車
道
の
四
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ

～
亀
山
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
の
渋
滞
緩
和
（
約
９

割
削
減
）
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

新
名
神
高
速
道
路
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ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
と
な
っ
た

高
速
道
路
の
存
在

　

町
内
で
の
Ｉ
Ｃ
設
置
が
決
定
し
て
以

降
、
町
は
こ
の
道
路
を
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
の
骨
格
と
捉
え
、
計
画
等

を
策
定
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
に
高
速
道
路
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
た
新
春
座
談
会
で
は
、
服
部
町

長
が
「
実
現
に
は
住
民
の
方
の
協
力
が

ど
う
し
て
も
必
要
な
た
め
、
積
極
的
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
同
年
の
町
政
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
菰
野
Ｉ
Ｃ
設
置
に
よ
る
何
ら

か
の
土
地
利
用
転
換
に
賛
成
す
る
人
が

全
体
の
８
割
弱
を
占
め
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
町
民
の
高
速
道

路
開
通
に
対
す
る
関
心
は
高
か
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
10
年
に
施
行
命
令
が
出
さ
れ
て

以
降
、
建
設
事
業
が
一
時
停
滞
し
ま
し

た
が
、早
期
完
成
を
求
め
た
各
種
団
体
、

地
元
関
係
区
、
土
地
所
有
者
な
ど
の
協

力
に
よ
り
、
開
通
に
向
け
て
の
歩
み
が

再
開
さ
れ
、無
事
開
通
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
の
高
速
道
路
に
は
多
く
の
人
の
願

い
や
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。町
、

町
民
、
関
係
区
、
土
地
等
の
提
供
者
、

各
種
団
体
、
工
事
関
係
者
な
ど
の
協
力

に
よ
り
長
年
の
悲
願
が
実
現
し
、
夢
の

道
路
が
完
成
し
ま
し
た
。

IC 設置決定から約 26 年 開通までの軌跡

▲杭打ちを行う服部町長

四
日
市
市
～
菰
野
町
間
に
施
行
命
令

事
業
着
手
に
向
け
て
動
き
出
す

　

平
成
６
年
７
月
に
は
第
二
名
神
自
動
車
道

が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

平
成
10
年
12
月
に
四
日
市
市
伊
坂
町
か
ら
菰

野
町
大
字
潤
田
ま
で
の
約
１
２
・
３
キ
ロ
区
間

に
施
行
命
令
が
出
さ
れ
、
平
成
11
年
10
月
に

路
線
測
量
と
土
質
調
査
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
年
11
月
に
は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
一
般
国
道
４
７
７

号
四
日
市
湯
の
山
道
路
の
設
計
協
議
も
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
着
手
に
向
け
て
動
き
が
活
発
化
す
る

中
、
平
成
12
年
４
月
、
ル
ー
ト
予
定
地
の
四
日

市
市
中
野
町
地
内
で
四
日
市
市
～
菰
野
町
の

中
心
杭
打
ち
式
が
日
本
道
路
公
団
主
催
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
菰
野
町
、四
日
市
市
、

桑
名
市
、
東
員
町
な
ど
の
沿
線
自
治
体
か
ら

関
係
者
80
名
が
参
加
し
、
市
町
長
ら
が
順
番

に
中
心
杭
の
打
ち
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

▲千種小学校体育館での地元説明会

　

平
成
４
年
11
月
、
第
二
名
神
自
動
車
道
の

概
要
ル
ー
ト
と
町
内
Ｉ
Ｃ
設
置
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
翌
年
の
初
め
に
は
服
部
忠
行
町
長

と
有
識
者
や
関
係
者
と
の
高
速
道
路
に
関
す

る
新
春
座
談
会
が
開
か
れ
る
な
ど
、
町
と
し

て
も
国
家
的
な
事
業
に
か
け
る
期
待
は
大
き

い
も
の
で
し
た
。

▲広報こもの（平成４年12月号）

　

平
成
５
年
５
月
、
建
設
事
業
を
構
想
か
ら

計
画
段
階
に
引
き
上
げ
て
都
市
計
画
決
定
を

行
う
た
め
、
菰
野
・
鵜
川
原
・
千
種
の
各
小
学

校
体
育
館
で
地
元
説
明
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
県
と
建
設
省
か
ら
都
市
計
画
案
や
環
境

影
響
評
価
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
３
日

間
で
６
０
１
名
も
の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

町
内
概
要
ル
ー
ト
決
定

地
元
説
明
会
を
実
施

　

四
日
市
市
～
菰
野
町
間
に
施
行
命
令
が
出

さ
れ
て
以
降
、
事
業
は
停
滞
の
一
途
を
辿
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
各
種
団
体
等
に
よ
る

建
設
促
進
へ
の
動
き
が
活
発
化
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

平
成
16
年
７
月
、
四
日
市
市
文
化
会
館
で

第
二
名
神
建
設
促
進
団
体
の
発
足
を
記
念
し

て
第
二
名
神
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、

６
名
（
三
重
大
学
の
渡
邉
副
学
長
、
服
部
町

長
、
井
上
四
日
市
市
長
、
県
商
工
会
議
所
連

合
会
の
小
菅
会
長
、「
第
二
名
神
で
北
勢
地
域

の
あ
し
た
を
つ
く
る
会
」
の
中
島
会
長
、
同

会
会
員
の
傍
島
さ
ん
）
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
高
速
道
路
が
与
え
る
影
響
や
、

そ
の
早
期
実
現
の
必
要
性
に
つ
い
て
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
「
一
刻
も
早

く
完
成
へ
の
道
筋
が
必
要
で
あ
り
、
住
民
自

ら
の
熱
意
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
意
見
が
出

さ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
１
８
０
０
名
の
参

加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

停
滞
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に

建
設
促
進
に
向
け
た
動
き

▲左から渡邉副学長、中島会長、傍島さん、
服部町長、小菅会長、井上市長

　

高
速
道
路
の
早
期
建
設
を
求
め
る
署
名
が

約
13
万
筆
（
う
ち
菰
野
町
分
は
１
万
９
千
筆
）

集
ま
り
、
平
成
17
年
８
月
、
国
土
交
通
大
臣

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
か
ら
町
が
国
な

ど
の
関
係
機
関
に
要
望
活
動
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
た
ほ
か
、
民
間
団
体
が
建
設
促
進

活
動
の
中
心
と
な
り
、
そ
の
整
備
の
必
要
性

を
訴
え
続
け
て
い
ま
し
た
。▲左から「第二名神で三重県

北勢地域のあしたをつくる
会」の中島会長、「第二名神
促進北伊勢経済団体会議」
の小菅会長、「第二名神と
鈴鹿亀山地域の幹線道路整
備を進める会」の田中会長

　

日
本
道
路
公
団
の
民
営
化
後
は
、
平
成
18

年
４
月
に
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
が
事

業
主
体
と
な
り
、
道
路
名
が
新
名
神
高
速
道

路
に
決
定
し
、
道
路
設
計
や
用
地
買
収
に
向

け
た
動
き
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
19

年
２
月
に
ル
ー
ト
予

定
地
の
大
字
菰
野
地

内
で
菰
野
町
～
亀
山

市
間
の
中
心
杭
打
ち

式
が
行
わ
れ
、
沿
線

自
治
体
関
係
者
な
ど

１
０
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

▲杭打ちを行う服部町長

早
期
完
成
を
求
め
る
声

約
13
万
筆
が
集
ま
る

つ
い
に
事
業
着
手
へ

見
え
た
開
通
へ
の
道
筋

全
て
の
関
係
区
が

設
計
協
議
確
認
書
に
調
印

▲左から菰野第一区の矢田区長、石原正敬町長、
中日本高速道路株式会社名古屋支社四日市工事
事務所の中川所長、県県土整備部の北川部長

着
実
に
建
設
工
事
が
進
み
、
平
成
30
年
９

月
に
は
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
付
近
の
菰
野

第
二
高
架
橋
完

成
を
祝
う
記
念

式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ま

た
、
同
年
10
月

に
は
菰
野
Ｉ
Ｃ

へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
と
な
る
一

般
国
道
四
日
市

湯
の
山
道
路
が

完
成
し
ま
し

た
。

順
調
に
進
む
建
設
工
事

高
速
道
路
開
通
が
目
前
に
迫
る

※所属や役職名については当時のものを表記しています。

開
通
ま
で
の
主
な
出
来
事

平
成
元
年
近
畿
自
動
車
道
名
古
屋
神
戸
線
（
愛
知
県

飛
島
村
～
兵
庫
県
神
戸
市
間
）
の
基
本
計

画
が
決
定

平
成
４
年
町
内
概
要
ル
ー
ト
と
Ｉ
Ｃ
設
置
を
発
表

平
成
５
年
都
市
計
画
決
定
に
向
け
地
元
説
明
会
を

開
催

平
成
６
年
第
二
名
神
自
動
車
道
が
都
市
計
画
決
定

平
成
７
年
第
二
名
神
ア
ク
セ
ス
道
路
に
関
す
る
地

元
説
明
会
を
開
催

平
成
８
年
四
日
市
市
～
菰
野
町
間
が
整
備
計
画
決

定

平
成
10
年
四
日
市
市
～
菰
野
町
間
に
施
行
命
令
、
菰

野
町
～
亀
山
市
間
が
整
備
計
画
決
定

平
成
11
年
町
内
で
の
測
量
や
調
査
を
開
始

平
成
12
年
中
心
杭
打
ち
式
（
四
日
市
市
～
菰
野
町

間
）
を
開
催

平
成
16
年
第
二
名
神
建
設
促
進
団
体
が
設
立

第
二
名
神
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

商
工
業
者
や
民
間
団
体
等
に
対
し
、
説
明

会
や
現
地
視
察
を
開
催

平
成
17
年
約
13
万
筆
の
署
名
を
国
土
交
通
大
臣
に

提
出

日
本
道
路
公
団
が
民
営
化
、
中
日
本
高
速

道
路
株
式
会
社
が
事
業
着
手

平
成
18
年
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
で
第

二
名
神
自
動
車
道
が
整
備
決
定
、
新
法
に

よ
る
国
土
交
通
大
臣
の
指
定
を
受
け
る

平
成
19
年
中
心
杭
打
ち
式
（
菰
野
町
～
亀
山
市
間
）

を
開
催

道
路
名
が
新
名
神
高
速
道
路
に
決
定

平
成
20
年

～
22
年
地
元
区
と
設
計
案
の
協
議
が
行
わ
れ
る

平
成
23
年
町
内
で
建
設
工
事
が
開
始
さ
れ
る

平
成
31
年
新
名
神
高
速
道
路
（
新
四
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～

亀
山
西
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
）
が
開
通

長
年
の
悲
願
が
つ
い
に
実
現

待
ち
望
ん
だ
夢
の
道
が
開
通

　

つ
い
に
新
名
神
高
速
道
路
の
開
通
日
を
迎

え
、
記
念
式
典
が
鈴
鹿
市
立
椿
小
学
校
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
は
石
井
国
土

交
通
大
臣
、
道
路
建
設
に
尽
力
し
た
国
会
議

員
、
柴
田
町
長
を
含
む
沿
線
市
町
長
、
地
域
住

民
、
工
事
関
係
者

な
ど
約
４
０
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

大
臣
は
「
こ
の
日

を
迎
え
ら
れ
た
の

は
用
地
提
供
者
や

関
係
各
位
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
す
」

と
感
謝
の
意
を
表

し
ま
し
た
。

▲あいさつを行う国土交通大臣（中央）

▲完成を喜ぶ石原町長（中央）と関係者

　

高
速
道
路
の
建
設
に
は
生
活
道
路
や
水
路

の
付
け
替
え
が
必
要
と
な
る
た
め
、
地
元
区

と
設
計
案
を
話
し
合
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
協
議
が
完
了
し
た
証
明
と
し
て
関

係
区
と
中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
、
町
、

県
と
の
設
計
協
議
確
認
書
の
調
印
が
順
次
行

わ
れ
、
平
成
22
年
12
月
に
は
高
速
道
路
が
通

過
す
る
全
て
の
関
係
区
と
の
調
印
が
完
了
し

ま
し
た
。

　

こ
の
確
認
書
は
高
速
道
路
の
設
計
や
用
地

買
収
、
工
事
を
行
う
た
め
の
基
と
な
る
も
の

で
す
。
平
成
20
年
に
大
強
原
・
川
北
・
諏
訪
、

平
成
21
年
に
菰
野
第
一
区
・
池
底
、
平
成
22

年
に
神
明
・
音
羽
・
潤
田
・
岡
・
江
野
の
各

区
が
調
印
を
行
い
、
新
四
日
市
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら

亀
山
西
Ｊ
Ｃ
Ｔ
ま
で
の
全
て
の
区
間
で
設
計

協
議
が
完
了
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
測
量
や

用
地
買
収
交
渉
が
開
始
さ
れ
、
土
地
提
供
者

等
の
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
も
本
格
的
な
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
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施
設
使
用
料
が

変
わ
り
ま
す

　

平
成
30
年
６
月
議
会
で
菰
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー
条

例
と
菰
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
町
民
セ
ン
タ
ー
・
育

成
セ
ン
タ
ー
・
研
修
セ
ン
タ
ー
の
各
会
議
室
等
の
使

用
を
有
料
と
し
、
町
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
の
使
用
料

を
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
会
議
室
等
の
使
用
も
有
料
と
な
り
ま
す
。

　

各
施
設
の
運
営
等
に
は
経
費
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
多
く
を
町
民
の
皆
さ
ん
の
税
金
で
ま
か
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
施
設
を
使
用
し
な
い
方
と
の
負
担

の
公
平
性
を
図
る
た
め
、
受
益
者
負
担
を
原
則
と
し

て
、
各
施
設
の
会
議
室
等
の
使
用
者
に
使
用
料
を
負

担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
各
施
設
の

健
全
な
運
営
と
適
正
管
理
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町民センター・育成センター・研修センター　TEL394-1502

区分
使用料（円）

午前 午後 夜間 全日
１階会議室１ 800 800 800 2,400
１階会議室２ 600 600 600 1,800
２階研修室１ 800 800 ‐ ‐
２階研修室２ 800 800 ‐ ‐
２階研修室３ 800 800 ‐ ‐
２階研修室４ 600 600 ‐ ‐
３階和室西 400 400 ‐ ‐
３階和室東 400 400 ‐ ‐
３階会議室 600 600 ‐ ‐
３階応接室 800 800 ‐ ‐
育成センター 1,000 1,000 1,000 3,000
研修センター（和室） 1,000 1,000 1,000 3,000
研修センター（板間） 1,000 1,000 1,000 3,000
２階研修室１と２を同時に使用する場合の１区分当たりの使用
料は 1,000 円、３階和室西と東を同時に使用する場合の１区
分当たりの使用料は 600 円

町民センターホール

使用目的等 使用日
使用料（円）

午前 午後 夜間 全日

入場料を徴収
しない場合

町民が非営利に使用する場合
平日 4,400 6,600 8,800 19,800

土曜日 5,500 7,700 9,900 23,100
日曜祝日 6,600 8,800 11,000 26,400

町民以外が非営利に使用する場合
平日 6,600 9,900 12,600 29,100

土曜日 8,200 12,100 14,800 35,100
日曜祝日 9,900 13,200 16,500 39,600

営利に使用する場合
平日 8,800 13,200 16,500 38,500

土曜日 11,000 16,500 19,800 47,300
日曜祝日 13,200 17,600 22,000 52,800

入場料を徴収する場合（非営利に限る）
平日 8,800 13,200 16,500 38,500

土曜日 11,000 16,500 19,800 47,300
日曜祝日 13,200 17,600 22,000 52,800

ホール控室 400 400 400 1,200
ホール冷房 7,000 7,000 7,000 21,000
ホール暖房 4,000 4,000 4,000 12,000

菰野地区コミュニティセンター　TEL 394-5333

区分
使用料（円）

午前 午後 夜間 全日
研修・会議室１ 800 800 800 2,400
研修・会議室２ 600 600 600 1,800
研修・会議室３ 600 600 600 1,800
和室１ 600 600 600 1,800
和室２ 600 600 600 1,800
調理室 800 800 800 2,400
視聴覚室 600 600 600 1,800
軽運動室 800 800 800 2,400
多目的ホール 1,400 1,400 1,400 4,200
研修・会議室２と３を同時に使用する場合の１区分当たりの使用料は 1,000
円、和室１と２を同時に使用する場合の１区分当たりの使用料は 800 円

鵜川原地区コミュニティセンター　TEL 393-2072

区分
使用料（円）

午前 午後 夜間 全日
会議室 600 600 600 1,800
ホール 1,000 1,000 1,000 3,000
和室１ 400 400 400 1,200
和室２ 400 400 400 1,200
調理実習室 600 600 600 1,800
和室１と２を同時に使用する場合の１区分当たりの使用料は 600 円

竹永地区コミュニティセンター　TEL 396-0002

区分
使用料（円）

午前 午後 夜間 全日
和室１ 400 400 400 1,200
和室２ 400 400 400 1,200
調理室 400 400 400 1,200
小会議室 400 400 400 1,200
多目的ホール 800 800 800 2,400
和室１と２を同時に使用する場合の１区分当たりの使用料は 600 円

朝上地区コミュニティセンター　TEL 396-0001

区分
使用料（円）

午前 午後 夜間 全日
第一会議室 600 600 600 1,800
第二会議室 600 600 600 1,800
和室１ 600 600 600 1,800
和室２ 600 600 600 1,800
調理実習室 600 600 600 1,800
コミュニティホール１ 800 800 800 2,400
コミュニティホール２ 800 800 800 2,400
和室１と２を同時に使用する場合の１区分当たりの使用料は 800 円、
コミュニティホール１と２を同時に使用する場合の使用料は 1,000 円

千種地区コミュニティセンター　TEL 393-2052

区分
使用料（円）

午前 午後 夜間 全日
小会議室 600 600 600 1,800
中会議室 600 600 600 1,800
和室 600 600 600 1,800
調理室 600 600 600 1,800
多目的ホール 1,000 1,000 1,000 3,000

午前 ８：30 ～ 12：00
午後 13：00 ～ 17：00
夜間 18：00 ～ 22：00

使用時間区分

休館日
◎町民センター（ホール含む）
・月曜日（休日の場合は、翌平日）
・12 月 29 日～１月３日
◎育成センター、研修センター、
　各地区コミュニティセンター
・12 月 29 日～１月３日

４月１日から

予約開始日
◎町民センターホール
使用しようとする日の６か月前の初日
◎それ以外の施設
使用しようとする日の１か月前の初日

※各地区コミュニティセンターの調理器具一式の使用料は 1 回 200 円です。
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▲開設式で行われた記念撮影

式会社 NTT ドコモ東海支社と県と町が森林
づくりに関する協定を３月６日に県庁で締

結し、森林整備活動拠点の開設式が尾高キャンプ
場で行われました。この協定は尾高キャンプ場北
の森林を３者が協働して約５年間にわたり整備を
進めていくもので、県が実施している「企業の森」
制度による取り組みとして行われるものです。開
設式では柴田町長が「この活動を通じて菰野町に
親しんでもらえれば」と語りました。その後、参
加者らによる間伐や遊歩道の清掃などが行われま
した。

ドコモ菰野の森が開設
約 2.5ha を整備予定

株

３ 月

16日

▲消防団員と消防隊による一斉放水

強原の真菰福祉サービスセンターで春の火
災予防運動に伴う特別消防訓練が実施され、

施設職員、施設利用者、消防団、消防職員など約
70 名が参加しました。これは福祉施設での火災
を想定したもので、施設職員や施設利用者の防火
に対する意識を高めるとともに、消防団員の火災
防御技術と連携活動能力の向上を図ることを目的
としています。訓練では施設職員による初期消火
訓練や避難誘導訓練のほか、消防隊による自力歩
行困難者の救助訓練が行われ、最後には一斉放水
が行われました。

特別消防訓練を実施
３月１日から７日は春の火災予防運動期間

大

２ 月

26日

▲傷病者を救出するために車のドアを外す消防隊員

野地内の新名神高速道路下り線（菰野 IC 西
付近）で三重県内高速道路消防連絡協議会

総合消防訓練が実施され、道路沿線自治体の消防
機関や県警察本部などが参加しました。これは新
名神高速道路の開通に伴い、活動上の危険性が高
い高速道路上で同時に多数の傷病者が発生した際
に、関係機関との連携と即時対応できる体制の強
化などを目的としています。高速道路上で発生し
た多重事故を想定し、消火活動訓練や車に閉じ込
められた傷病者の救出活動訓練が行われ、緊迫感
の漂う訓練となりました。

高速道路で消防訓練を実施
高速道路の開通に備える

江

３ 月

１日

▲

消防団副団長の重盛秀夫さん（菰野第三区）
が消防庁長官から永年勤続功労章を受章し

ました。これは重盛さんが消防団に永年勤続し、
その勤務成績が優秀で他の模範となると認められ
たものです。重盛さんは昭和 60 年に町消防団に
入団以後、通算約 29 年間にわたり地域防災に貢
献され、平成 29 年４月から副団長に就任されて
います。

消防庁長官から表彰
長年にわたる地域防災への貢献が認められる

町

３ 月

６日

採用区分 警察官Ａ
警察官Ｂ 警察事務Ｂ 警察事務Ｃ

試験名 １回目 ２回目

受付期間 ３/15（金）～
４/17（水）

７/26（金）～
８/26（月）

第１次試験日 ５/12（日） ９/22（日） ９/29（日）

第２次試験日 ６月中旬～
７月上旬

11 月上旬～
11 月下旬

10 月下旬～
11 月上旬

最終合格発表日 ７月下旬 12 月上旬 11 月中旬

主な受験資格

昭和62年４月２日以降に生まれた人で、次に掲げるもの
①学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）を卒業した人

および2020年３月31日までに大学を卒業見込みの人
②三重県人事委員会が①に掲げる人と同等の資格があると認

める人

昭和 62 年４月２日か
ら平成 14 年４月１日
までに生まれた人で、
警察官Ａの学歴要件
に該当しない人

平成４年４月２日
から平成 12 年４
月１日までに生ま
れた人

平成 10 年４月２
日から平成 14 年
４月１日までに生
まれた人

▲一般男子の部で優勝を果たした MaxSpeed

43 回菰野町駅伝大会がきらら湖（三重用水
菰野調整池）で開催されました。競技では

１チーム７人がたすきをつなぎ、きらら湖を周回
するコースを走りました。今年は 63 チーム
620 名が参加し、たくさんの観客が声援を送り
ました。

第 43 回菰野町駅伝大会
全 63 チームが熱戦を繰り広げる

第

３ 月

３日

一般男子の部 一般女子の部
１位　MaxSpeed １位　川北女子
２位　OVER 走友会 B ２位　純正池底女子
３位　四消カモシカ A ３位　△ミサイル W

大 会 結 果

▲清掃を行う参加者（菰野第三区）

区長会が主催して菰野町クリーン大作戦が
町内一円で実施され、町民約１万名が参加

しました（湯の山は 18 日）。不法投棄やポイ捨
てによるごみを町民が一丸となって回収し分別を
行いました。これまでの取組の成果により近年で
は可燃物、不燃物ともに減少傾向となっています。

第 22 回菰野町クリーン大作戦
再び捨てられない環境を作るために

町

３ 月

17日

不燃物　不燃物処理場（搬入車両 66 台　6.1㌧）
・金物、カン	 2.7㌧
・電化製品	 0.1.㌧（家電５品目以外）
・ビン、がれき	 1.1㌧
・その他		  1.5㌧（タイヤ 59 本、バッテリー４個含む）
可燃物　清掃センター（搬入車両 43 台　3.0㌧）

新
し
い
教
育
長
を

紹
介
し
ま
す

　

前
教
育
長
の
川
瀨 

敏
さ
ん

の
退
任
に
よ
り
、
４
月
１
日
付

け
で
前
県
教
育
委
員
会
北
勢
教

育
支
援
事
務
所
所
長
の
北
口
幸

弘
さ
ん
（
菰
野
第
三
区 

59
歳
）

が
議
会
の
同
意
を
得
て
、
教
育

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

北
口
さ
ん
は
学
校
現
場
や
鈴

鹿
市
教
育
委
員
会
、
県
教
育
委

員
会
で
の
勤
務
経
験
が
あ
り
、

平
成
24
年
か
ら
は
八
風
中
学
校

校
長
を
４
年
間
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
任
期
は
今
年
の
９
月
30
日

ま
で
で
す
。　

永年勤続功労章を
受章した重盛さん



第 61 回教
育
者
と
し
て
の
謙
蔵

　

謙
蔵
は
慶
応
元
年
（
１
８
６
５
）
に
菰

野
藩
士
で
あ
る
武
脩
の
子
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
明
治
15
年
に
菰
野
学
校
の
高
等

科
を
卒
業
し
、
同
19
年
に
三
重
県
師
範
学

校
を
卒
業
し
て
菰
野
小
学
校
に
奉
職
し
ま

し
た
。
同
39
年
に
静
岡
県
富
士
郡
吉
原
町

（
現
在
は
富
士
市
）
か
ら
招
請
を
受
け
、

吉
原
小
学
校
校
長
に
赴
任
し
て
、
そ
の
間

に
富
士
山
や
箱
根
を
周
り
見
聞
を
広
め
ま

し
た
。
同
42
年
に
は
久
居
小
学
校
校
長
に

転
任
を
命
ぜ
ら
れ
３
年
間
勤
務
し
た
後
、

同
45
年
に
故
郷
の
菰
野
小
学
校
へ
６
年
ぶ

り
に
帰
任
し
ま
し
た
。

　

菰
野
小
学
校
校
長
と
し
て
大
正
11
年
に

退
職
す
る
ま
で
の
在
職
37
年
間
に
名
物
校

長
と
し
て
県
下
教
育
界
に
令
名
を
高
め
ま

し
た
。
退
職
後
は
、
村
会
や
区
会
議
員
な

ど
の
公
職
に
就
き
、
菰
野
小
学
校
の
本
館

の
新
築
や
校
舎
の
増
築
の
ほ
か
、
町
立
実

践
女
学
校
の
創
立
な
ど
、
教
育
事
業
の
推

進
に
努
め
ま
し
た
。

近
藤
謙
蔵
の
事
績

郷
土
史
の
研
究

　

謙
蔵
は
教
師
と
し
て
在
職
中
に
、
早
く

か
ら
郷
土
史
研
究
を
志
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
自
ら
が
調
査
収
集
を
行
っ
て
知
っ
た

郷
土
の
歴
史
を
分
か
り
や
す
く
生
徒
に
説

き
、
新
し
い
歴
史
教
育
の
道
を
開
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
大
正
５
年
に
は
『
菰
野
郷

土
史
』
を
作
り
教
材
と
し
、
由
緒
あ
る
藩

学
校
の
伝
統
を
継
承
し
て
い
る
菰
野
小
学

校
の
『
学
校
沿
革
誌
』
全
３
巻
を
残
し
ま

し
た
。
大
正
11
年
に
退
職
す
る
と
、
ひ
た

す
ら
郷
土
史
研
究
に
打
ち
込
み
、
町
史
編

さ
ん
委
員
の
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら

に
歴
史
資
料
の
収
集
を
行
っ
て
執
筆
に
従

事
し
、
昭
和
16
年
に
は
15
年
の
歳
月
を
か

け
て
『
菰
野
町
史
』
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

晩
年
は
書
斎
で
筆
に
親
し
む
日
々
を
過

ご
し
、
昭
和
21
年
２
月
13
日
に
五
本
松
の

自
邸
で
大
往
生
を
遂
げ
ま
し
た
。
80
年
の

生
涯
は
学
校
教
育
と
郷
土
研
究
に
尽
く
し

た
一
生
で
し
た
。

広報こもの
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『知っているのに思い出せない平成まとめクイズ』
▶ BLOCKBUSTER/ 編
▶永岡書店（210.7/ シ）
　平成の 30 年間に起きた主な出来事や話題になった人、
ヒット商品、流行したものなどをシンプルなクイズとして
出題しています。記憶力を頼りに平成 30 年間を振り返っ
てみると、新たな発見があるかもしれません。

『「文系？」「理系？」に迷ったら読む本』
▶竹内薫 / 著
▶ PHP 研究所（J002/ タ）
　大学入試制度は、2020 年度から段階的に変わっていく
予定となっていますが、「文系」「理系」という区分けはい
まだに残っています。文系と理系の両方に携わったことの
ある著者が、自身の経験を踏まえつつ、中高生が選択に迷っ
た時のヒントを紹介しています。

『えらいこっちゃのいちねんせい』
▶かさいまり / 文
▶ゆーちみえこ / 絵
▶アリス館（E/ ユ）
　小学校に入学したばかりのぼくは、やることも時間も決
まっている学校生活に大忙しで、いつも「えらいこっちゃ」
とつぶやいています。新入生の男の子の気持ちが丁寧に描
かれており、入学前のお子さんにぴったりの一冊です。

新着図書から

広報こもの
№ 704
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セルフ貸出機が利用可能になりました
　貸出カウンターで行っていた貸出の手続きを自分で行えるセル
フ貸出機を設置しました。操作方法は簡単で、「本を借りる」を指
でタッチし、利用者カードと本のバーコードを読み取ってから「か
んりょう」ボタンを押すとレシートが印刷されます。貸出カウン
ターの混雑時などにぜひご利用ください。

１ 月 休館日

２ 火

３ 水

４ 木

５ 金

６ 土

７ 日

８ 月 休館日

９ 火

10 水

11 木
英語のおはなし会
16：00-

12 金

13 土
楽しいおはなし会
14：00-

14 日

15 月 休館日

16 火

17 水

18 木

19 金

20 土

21 日

22 月 休館日

23 火 休館日

24 水

25 木

26 金

27 土
楽しいおはなし会
14：00-

28 日

29 月・祝

30 火・祝

図書館カレンダ－４ 月

「新生活のスタートにこの１冊」

▶４月 21 日まで
　入学や進学、就職など、新たな一歩を踏み出す季節ですね。『あな
たがひとりで生きていく時に知っておいてほしいこと』『ひとりぐら
しレスキュー BOOK』『知的社会人１年目の本の読み方』など心機
一転のスタートにおすすめの本を紹介します。

近藤謙蔵

折り紙建築作品展

▶２日から11日まで

R本 テーマ別小説100連発！
－中高生におすすめしたい本

▶ 16 日から５月５日まで

新生活のスタートに
この一冊

▶ 21日まで

　菰野藩７代目藩主は相撲好きで、江戸大相撲を菰野に招くなどの
派手な行事を催した結果、藩は財政難に陥りました。その危機を救っ
たのは“馬公子さま”こと土方数馬義法です。藩主を支えて藩の再
建に尽くした一代記を展示しています。

「菰野藩の財政逼迫を支えた
土方数馬義法～馬公子さまのはなし～」

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
町
長
の
柴
田

孝
之
で
す
。
広
報
こ
も
の
４
月
号
か
ら
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
私
が
思
っ
た
こ
と
、

感
じ
た
こ
と
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
お
伝

え
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
今
、
中
学
生
の
通
院
医
療

費
が
無
料
と
な
る
範
囲
を
拡
大
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
三
重
県
の
29
市
町
の

う
ち
、
中
学
生
の
通
院
医
療
費
の
無
料

化
の
範
囲
は
菰

野
町
が
一
番
狭

く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
現
状

を
ま
ず
は
他
の

市
町
と
同
等
の

範
囲
ま
で
改
善

し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

た
だ
そ
こ
で

難
し
い
の
が
、

ど
の
程
度
の
範
囲
ま
で
拡
大
す
る
の
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
町
長
に
就
任
す
る
前
の

２
月
の
こ
と
で
す
が
、
私
が
四
日
市
西
警

察
署
で
献
血
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
手

伝
っ
て
い
た
と
き
で
す
。
若
い
お
母
さ
ん

か
ら
中
学
校
給
食
の
ほ
か
、
医
療
費
の
無

料
化
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
わ
れ
ま
し

た
。「
医
療
費
の
無
料
化
、
所
得
制
限
を

な
く
す
お
つ
も
り
で
す
か
？
」「
そ
の
こ

と
も
検
討
し
て
い
ま
す
」「
お
金
持
ち
に

ま
で
子
ど
も
の
医
療
費
を
無
料
に
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
」

　

若
い
お
母
さ
ん
の
言
葉
だ
か
ら
余
計
に

驚
き
ま
し
た
が
、
こ
の
お
母
さ
ん
の
考
え

方
は
、
医
療
費
の
無
料
化
が
家
庭
の
経
済

的
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
あ
る
と
い
う

も
の
で
す
。
し
か
し
、
医
療
費
の
無
料
化

は
子
ど
も
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
、
社
会

全
体
で
子
育
て
を
し
て
い
こ
う
、
と
い
う

目
的
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
う
考
え
る
と
、
医
療
費
の
無

料
化
に
つ
い
て
、
ど
の
親
の
子
ど
も
で
あ

る
か
に
よ
っ
て
差
を
設
け
て
は
い
け
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
考
え
方
も
間
違
い
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。答
え
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

菰
野
町
は
「
自
」「
治
」
体
で
す
。
皆
さ

ん
の
思
い
に
沿
っ
て
決
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
せ
ん
か
。

第
１
回

子ども医療費
無料化を考える
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愛のかけはし基金、ボランティア基金へ▶小島の故 横田みし
様から 150 万円
社会福祉のために▶匿名で 2,675 円▶俵 俊徳様、豊子様か
ら２万円▶匿名で１万円

山
形
は
夫
の
故
郷
そ
の
地
よ
り

青せ
い

菜さ
い

漬づ
け

等
が
と
ど
き
て
う
れ
し

ありがとう
ございます

7

２

俳
句　
松
寿
会 

大
羽
根
俳
句
同
好
会　

会
員
互
選

短
歌　
清
流
短
歌
教
室

２月末現在

数 増減
総人口 41,857 人 ＋ 12 人

男 20,722 人 ＋ 17 人
女 21,135 人 －５人

総世帯数 16,443世帯 ＋ 28 世帯
下水道接続人口 28,558 人 ＋ 85 人
接続率（対総人口） 68.2％ ＋0.2％

豪
農
の
太
き
梁は
り

鳴な

く
旅
の
夜
半

齢
七
十
し
み
じ
み
孤
独

政ま
つ
り

ご
と
偽
り
多
き
は
慣
れ
い
し
も

身
近
な
恐
怖
あ
お
り
運
転

雪
の
上え

に
小
さ
き
あ
し
あ
と
続
き
い
て

ネ
コ
の
じ
い
さ
ん
今
朝
も
散
歩
す

振
袖
を
ま
と
え
る
孫
は
輝
け
り

四
方
よ
り
な
が
め
カ
メ
ラ
に
収
む

南
天
に
千
両
万
両
つ
い
ば
み
て

鳥
は
垣
根
の
竜
の
玉
へ
と

件数 １月からの累計

火災発生 ２ ４
救急車出動 122 274

交通事故 12 19
急病 86 199
一般負傷 16 40
その他 ８ 16

救助出動 １ １
交通事故 78 174

物損事故 68 159
人身事故 10 15

死者 １ １
傷者 16 23
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　このコーナーでは菰野町の懐しい
風景を紹介します。今月号では昭和
50 年ごろの千種小学校南の松並木
の写真を紹介します。

第 85 回

　菰野町では、平成 30 年北海道胆振東部地震の被災地に対する義援金の受付
を行っています。皆様から義援金として、62,072 円（３月 20 日現在）のご
支援をいただいています。この義援金は日本赤十字社三重県支部を通じて被災
地へ送ります。

【問い合わせ】総務課安全安心対策室　TEL391-1102　FAX394-3199

平成 30 年北海道胆振東部地震災害へのご支援ありがとうございます

木
村
か
ず

大
倉
伊
都
子

豊
田
真
智
子

平
林
和
江

増
田
陽
出
美

平
井
光
子

ご
馳
走
は
大
根
焚
な
り
湯
気
も
菜さ

い

こ
の
小こ

径み
ち

通
る
楽
し
み
野
水
仙

咲
か
ん
と
す
寒
の
戻
り
に
た
じ
ろ
が
ず

し
な
や
か
な
風
に
縺も
つ

る
る
吊つ
る

し
雛

捨
て
難
く
コ
ピ
ー
に
し
た
る
土
筆
か
な

追つ
い

弔ち
ょ
う

会え

春
炉
の
周
り
人
だ
か
り

春
風
や
尊
顔
五
百
そ
ろ
と
な
づ

春
の
雨
ビ
オ
ロ
ン
の
音ね

の
軽
や
か
に

放
射
能
横
た
ふ
里
の
梅
盛
る

吉

田

勝

博

堀

江

税

速

水

清

馬

場

富

子

宮

内

昭

男

石

原

風

雲

榎
本
五
十
鈴

小
橋
佐
和
子

山

本

良

則

写真の撮影場所

千種小学校南の松並木（現在では伐採されています）


